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このほど、大学入試センターから 2022 年度大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の実施結果が発表され、受

験者数、科目別平均点などが判明した。今年の共通テストも新型コロナウイルス感染症の影響を大きく受けたほか、

本試験２日目には全国の広範囲に津波注意報が発令され、一部会場では試験が中止になった。また、数学の平均点

が大きくダウンするなど、波乱に満ちた年となった。以下、今年の共通テストの概況を振り返る。 

 

■受験者数は昨年からやや増、受験率もやや回復 

2022 年度共通テストは 1 月 15・16 日の２日間にわ

たり、全国 677 会場で実施された。 

今年度の志願者数は 530,367 人（前年比 99.1％）、

受験者数は 488,384 人（同 100.9％）となった【図表

１】。どちらも前年並みだが、志願者の減少、受験者の

増加により、受験率は 92.1％と前年から上昇した。た

だし、2020年度以前と比較すると受験率はやや低く、

今年も新型コロナウイルス感染症（以下、新型コロナ）

の影響があったといわざるを得ない状況である。 

なお、今年の追試験の受験許可者数は 1,660人で、

新型コロナの感染者・濃厚接触者などを含めた体調不

良者のほか、トンガ海底火山の大規模噴火による津波

の影響で本試験を受けられなかった受験生も対象と

なった。追・再試験は本試験の２週間後の 1月 29・30

日に、合わせて 1,536人が受験した。追・再試験の受

験者数は前身の大学入試センター試験（以下、センタ

ー試験）を通じて過去最多となった。 

【図表２】は受験科目数別の受験者数の推移であ

る。主に国公立大志望者が受験する７科目以上、そして４～６科目の受験者数は前年並みであるが、私立大専願の

志望者が中心となる３科目以下の受験者は前年比 103.1％と増加した。受験者全体の増加分の大半は３科目以下の

受験者であった。ただし一昨年の受験者数と比較すると、７科目以上で一昨年比 95％、４－６科目で同 93％とやや

減少にとどまるのに対し、３科目以下では同 88％と１割以上減少している。長期的視点に立てば、私立大志望者の

共通テスト離れは継続しているといえそうである。 

 

■共通テストの出題－より思考力を問う内容に、解答形式も偶然の正解がしにくくなる 

２年目を迎えた今年の共通テストだが、全体的に授業での学習プロセスや日常生活の場面を題材にした問題が目立

った。たとえば日本史Ｂでは「人名からみた歴史」を題材に、会話の形式で古代から近代まで幅広く取り上げ、様々

な資料をもとに考察することが求められていた。会話文や生徒のノートの形をとった資料は他の科目でも散見され、

問題文の読解にかかる時間はセンター試験時より長くなる傾向にある。 

複数の資料、図などから情報を読み取って考察する力が重視されている点も昨年と同様であった。昨年に比べ、図

表の量が減少した科目も見られたものの、より丁寧な資料の読み取りが必要となっており、単に図表や資料を多用す

るのではなく、思考力を問うパーツとして資料、図表を活用していく姿勢はむしろ鮮明であったといえる。なお、数

学や理科では単元をまたいだ融合問題もみられた。 

このほか注目されていた国語の近代以降の文章（現代文）では、今年も「実用的文章」は出題されなかった。 

【図表１】 センター試験・共通テスト 志願者数・受験者数推移 

年度 志願者数 
受験者数 

受験率 
総数 本試験 

追試験・ 
再試験 

2013 573,344 543,271 542,943 328 94.8% 

2014 560,672 532,350 531,987 363 94.9% 

2015 559,132 530,537 530,177 360 94.9% 

2016 563,768 536,828 536,659 169 95.2% 

2017 575,967 547,892 547,391 501 95.1% 

2018 582,671 554,212 553,762 450 95.1% 

2019 576,830 546,198 545,588 610 94.7% 

2020 557,699 527,072 526,833 239 94.5% 

2021 535,245 484,114 482,624 1,490 90.4% 

2022 530,367 488,384 486,848 1,536 92.1% 
※大学入試センター資料より 
※受験率は受験者数（総数）／志願者数 

2020年度 2021年度 2022年度

７科目以上 295,342 279,936 280,024 100.0%

４－６科目 95,917 88,363 88,910 100.6%

３科目以下 135,813 115,815 119,450 103.1%

合計 527,072 484,114 488,384 100.9%

受験科目数 前年比
受験者数

２０２２年度入試情報 

２０２２年度大学入学共通テスト概況分析 

 

※大学入試センター資料より 
※理科の基礎を付した科目は２科目で１科目とする 
※2020 年度はセンター試験の数値 

【図表２】 共通テスト 受験科目数別の受験者数 
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解答形式にも共通テスト以降、新しい形式がみられる。理科ではセンター試験時にはなかった数値を直接マークす

る設問が出題された。また、選択肢に「誤りを含むものはない」「両方とも当てはまらない」が含まれている設問、正

解の数と組合せが異なる選択肢が並ぶ設問など、地歴公民、理科を中心に、より偶然の正解がしにくい解答形式がみ

られた。 

連動型問題（解答が前問の解答と連動し正答の組合せが複数ある問題）や前の設問を誤答した場合もその誤答をも

とに正しく計算されていれば正解とする救済措置のある問題は、本試験では出題されていないものの、昨年の第２日

程、今年の追試験で出題された。 

 

■科目別平均点の変化－７科目がセンター試験時を通じ過去最低点に 

【図表３-１】は大学入試センターが公表した共通テストの主な科目の平

均点の一覧である。前年より平均点がダウンした科目が目立つが、「数学Ⅰ・

数学Ａ」「化学」「生物」「日本史Ｂ」など７科目がセンター試験時を通じて

過去最低点となった。なかでも注目されるのが数学の平均点ダウンである。

「数学Ⅰ・数学Ａ」では約 20 点、数学Ⅱ・数学Ｂも約 17 点ダウンした。 

【図表３-２】は河合塾が実施した自己採点集計「共通テストリサーチ」

参加者の数学の得点分布である。平均点が 40 点近辺だったことで、「数学

Ⅰ・数学Ａ」「数学Ⅱ・数学Ｂ」ともに今年の得点分布は左側の得点が低い

方に大きく移動した。両科目とも 80点以上得点できた受験生は目に見えて

減少しており、今年は理系生であっても数学で得点できなかった受験生が

大勢いたことが想像できる。 

このほかの科目では、「英語」「国語」の平均点の変動は小幅にとどまっ

た。主に文系生が受験する理科①では、「物理基礎」「生物基礎」で平均点

がダウンした。昨年は「化学基礎」の平均点が５割を切ったが、今年は「生

物基礎」が５割を切ることになった。主に理系生が受験

する理科②では、「生物」で前年から 20 点以上ダウンし

たほか、多くの理系生が選択している「化学」も 10点ダ

ウンとなった。「物理」との平均点差はやや広いものの、

昨年のように得点調整の対象になるほどではなかった。 

地歴では、受験者が多い地歴Ｂ３科目のなかでは「日

本史Ｂ」で 11点以上ダウンし、科目間の平均点差が前年

より広がった。公民では、「倫理」で平均点がダウンした

ものの、他科目では大きな変動はなかった。 

今年は得点調整は行われなかった。 

 

■総合型平均点も過去最低 

【図表４】は河合塾が推定するセンター試験・

共通テストの７科目型平均点の推移である。 

今年の平均点は７科目文系型（900 点満点）が

507点（前年差-48点）、７科目理系型（900 点満

点）が 510点（前年差-61点）と、前年から大き

くダウンした。科目別平均点でみたように「数

学」「化学」の平均点ダウンにより、理系型でよ

りダウン幅が大きくなった。 

センター試験初年度から推定している５教科

６科目型でも平均点は大きくダウン、今年の平

2021年度 2022年度 差

英語 リーディング 58.80 61.80 +3.0

英語 リスニング 56.16 59.45 +3.3

数学Ⅰ・数学Ａ 57.68 37.96 -19.7

数学Ⅱ・数学Ｂ 59.93 43.06 -16.9

国語 117.51 110.26 -7.3

物理基礎 37.55 30.40 -7.2

化学基礎 24.65 27.73 +3.1

生物基礎 29.17 23.90 -5.3

地学基礎 33.52 35.47 +2.0

物理 62.36 60.72 -1.6

化学 57.59 47.63 -10.0

生物 72.64 48.81 -23.8

地学 46.65 52.72 +6.1

世界史Ｂ 63.49 65.83 +2.3

日本史Ｂ 64.26 52.81 -11.5

地理Ｂ 60.06 58.99 -1.1

現代社会 58.40 60.84 +2.4

倫理 71.96 63.29 -8.7

政治・経済 57.03 56.77 -0.3

倫理,政治・経済 69.26 69.73 +0.5

教科・科目名
平均点

数
学

理

科
①

理
科
②

地
歴

公
民

【図表３-１】 共通テスト 主要科目平均点 

 

 

※大学入試センター資料より 
※2021 年度は第１日程の平均点 

【図表３-２】 共通テストリサーチ 「数学」受験者の得点分布 

【図表４】 センター試験・共通テスト ７科目型平均点の変化 
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均点は過去最低となっている。ただし、共通テストは試行調査の段階では平均点５割を想定し作問されていたこと、

もともとセンター試験とは別の試験であるという視点で立てば、今後は今年の平均点に近い値で推移していくことも

十分考えられるだろう。 

 

■得点分布－平均点上昇も７科目型では成績上位者は増えず 

【図表５】は河合塾が実施した自己採点集計「共通テストリサーチ」参加者の得点分布である。 

多くの国公立大で必要となる７科目の受験者の得点分布は、文系型、理系型ともに高得点層が大きく減少した。旧

帝大を中心とした難関大への出願の目安であった得点率８割以上の受験生は、文系型では前年比 34％、理系型では同

38％と、いずれも前年の半数以下となった。これにともない多くの大学で予想ボーダーラインが大幅に下がっている。 

３教科型では、主に私立文系志望者が受験する「英・国・数または地公」の３教科型と、私立理系志望者が受験す

る「英・数・理」の３教科型の得点分布を作成したが、両者は異なる状況となった。「英・国・数または地公」型では

英語・国語の平均点に大きな変化はなかったことなどから、昨今の得点分布は広く重なった。一方、「英・数・理」型

では、得点分布は昨年より大きく左にシフトした。数学、理科の平均点ダウンの影響が７科目型以上に色濃く出た形

である。私立大理系学部共通テスト方式の志願状況にも大きく影響したとみる。 

 

【図表５】 共通テストリサーチ 受験者の得点分布 

３教科 受験者の得点分布 ７科目 受験者の得点分布 


